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1 はじめに

• 並列処理の需要が増加している背景

• 並列処理におけるタスクスケジューリングの重要性

• 並列処理を実現する従来機構を挙げる

• 従来機構の問題点

• 従来手法の問題点への本論文の解決策

• 本論文の解決策の評価概要

• 章構成説明

2 背景

2.1 タスク並列スクリプト言語MegaScript

• MegaScriptの説明

• ワークフローの例

• ワークフローの説明

1



2.2 タスクスケジューリング

• タスクスケジューリングの説明

• タスクスケジューリングアルゴリズムの分類

3 関連研究

他の並列言語を挙げる。特にスケジューラ機構の問題点を挙げる。

3.1 Pegasus

3.2 GXPmake

4 設計手法

4.1 設計方針

• 従来の並列言語のスケジューラ機構の問題点

• スケジューラ設計者がMegaScript上で動作するスケジューラの実

装を容易に可能にするための機構を設計したことの説明

4.2 クラスの概要

• クラス図

• それぞれのクラスの説明
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4.3 動的スケジューリングへの対応

• イベントドリブン方式で対応

• イベントトリガーが増えた場合のどう拡張するのか説明

5 性能評価

5.1 評価環境

• 評価に用いた PCの性能

• 評価に用いたワークフロー

• 評価に用いたスケジューラの条件、アルゴリズム

5.2 評価内容

本論文の機構を用いて実装したスケジューラ、用いずに rubyで実装し

たスケジューラ、Cで実装したスケジューラを比較。スケジューラアルゴ

リズムは未定。
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5.2.1 記述量

5.2.2 スケジューリング時間

5.3 考察

6 おわりに

• はじめにに書いた背景の概要

• 設計手法の概要

• 評価の概要

• 問題点と今後の課題
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A プログラムリスト

B 評価用データ
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